
■取組の概要
• みどり市から受託した薪づくりを通じて、障害者の就労を⽀援
• 原⽊は林業経営者等から⽊の駅で集荷し薪へ加⼯
• 薪は市営温浴施設のボイラー燃料として活⽤予定、⼀般販売も計画

■作業体制
• 4⼈1組で作業、知的障害のある⽅が薪のラック詰め作業を担当
• 週2〜3回薪づくり、その他農作業・コーヒー⾖加⼯など多様な活動

■付加価値・社会的効果
• 地域外に流出していた原⽊を地元で活⽤しエネルギーの地産地消に貢献
• “障害者雇⽤×森林資源の循環利⽤” の⼆重の価値創出

■将来展望・課題
• 薪のブランド化
• 福祉的価値を含めた付加価値訴求の強化

林業経営者等 MAKIT 市営温浴施設
⼀般消費者原⽊⽣産 薪へ加⼯
燃料として利⽤

⽊の駅

社会福祉法⼈チハヤ会 MAKIT（群⾺県みどり市）
就労継続⽀援B型

みどり市
委託

みどり市⽊の駅プロジェクト
体制図

薪のラック詰め

出荷前の薪（⽊の駅にて）

作成⽇：2026/1/28

薪割り作業


